	第５学年　　道徳指導案
	
１　題材　　感謝して「いただきます」
２　題材の目標
　・毎日食べている食べ物が、大切な命をいただいていることや、多くの生産者が大切に育ててきたものであることを知り、食べ物を大切にしていただくという気持ちを育てる。
３　子どもと題材をつなぐ構想
（1） 子どもの実態
本学級の子どもたちは、男子１３名、女子１２名の２５人で構成されている。給食の様子をみると、食べる量が少なく、給食の始めに食事を減らしに来る児童が決まって７，８人いる。それらの児童は好き嫌いが多く、体も小さい。牛乳が嫌いで、牛乳を残してしまう児童もいる。
事前のアンケートでは、25人中11人の児童が給食を減らすことがよくある、たまにある、と答えている。理由は、「嫌いなものがある、多くの量は食べられないから」という理由である。一方で、半数の児童は「残すことがもったいない」と、おかずやご飯を進んでおかわりをするため、クラス全体での残食量は少ない。
家庭科の授業で、食べるもので体がつくられていることや、食べることが体を動かすためのエネルギーになることを学習した。また、五大栄養素について学び、バランスよく食事をとることの必要性も学んできた。しかし、学んだことで、実際の食事の様子が変わっている児童は少ないのが現状である。
（2） 題材のよさ
本題材では、自分の給食の様子を振り返ることで、自分自身の問題として考えさせたい。栄養教諭のＵ先生に、給食がどのように作られているのか、豊川市で出る残菜が毎日どのくらいあるのかなどについて教えていただき、給食について考えさせたい。
そして、いつも何気なく食べている食事が、生産者、食事を作る人など多くの人々の苦労によって作られていることを、読み物資料から考えさせたい。また、本学級には、牛を育て、牛乳を生産している家庭の児童がいる。その保護者をゲストティーチャーとして招くことで生産者の苦労や気持ちを伝えたい。
また、命ある生き物が食べ物としてスーパーに並ぶまでの様子を映像で見ることで、「命をいただくことのありがたさ」を感じ取らせ、「いただきます」「ごちそうさまでした」のあいさつの意味を再確認し、感謝してたべものをいただくことを実感させたいと考える。
（３）教師の思い・願い
本題材を通して食べ物を「いただくこと」に対するありがたさを感じ取らせたい。食べ物を大切にし、食事を作る人の気持ちがわかる子どもたちを育て、給食や家での食事での行動が変化していくことを期待したい。
４　題材構想（３時間完了　本時２/３）
1 [bookmark: _GoBack]給食の様子をビデオに録り、今の現状について考える。給食センターの方がどんな苦労をしているのか、市で1日に出る残菜はどのくらいか、残された給食はどうなるのか。栄養士さんに話をしていただき、給食について考える。
2 読み物資料、「食べ残されたえびになみだ」の話を通して、生産者の気持ちを考える。
Ｏさんをゲストティーチャーとして招き、牛を育て、牛乳を生産することの苦労や、消費者への思いなどを話していただく。
3 「ぶたさんありがとう」の映像を見て、「命をいただくこと」について考える。
「いただきます」「ごちそさまでした」のあいさつの意味を再確認し、感謝していただくことを実感する。今後、自分たちにできることを考える。


５　本時の学習（本時２/３）
（１）ねらい【Ｄ－（19）生命の尊さ】
　・生産者の気持ちを知り、食べ物を粗末にしてはいけないことに気づく。
（２）資　料
　残されたえびになみだ＊『みんなのどうとく６年』学研、ゲストティーチャーのビデオ資料
（３）準　備
　・ビデオ　ワークシート
（４）学習過程
	学習活動
	・留意点　

	○前時の学習を振り返る
・給食が残されて、捨てられるのを見て、ショックだった
・栄養士さんは栄養や量を考えてくれていた
・給食センターの人は愛情をこめて作ってくれていた
○「食べ残されたえびになみだ」を読み、生産者の気持ちを考える
なぜ、食べ残されたえびを見たときなみだがこみあげてきたのでしょう



・自分が食べさせてもらえなかったえびを残していたから
・お父さんが大事に育てたえびなのに
・日本人は食べ物をそまつにしているから悲しくなった
○乳牛を育てている酪農家、Ｏさんの話を聞いたり、ビデオを見たりして生産者の苦労や思いを知る
ビデオを見て思ったこと、考えたことは何ですか


・牛を育てるのは大変な仕事なんだな
・餌を作ったり、掃除をしたり、搾乳したり、いろいろな仕事があるんだね
・子牛はお母さんのお乳をもらえなくて粉ミルクなんてかわいそう
・生まれた雄牛は肉牛として売られていくんだ
・牛に合わせていろいろなエサを使っているなんて知らなかった
・安全でおいしい牛乳を飲んでもらえるように努力しているんだな
○今日の授業の振り返りを書く
・外国でエビを育てている人、牛乳を育てている人の気持ちを考えると、食べ物を大事に食べたいな
・食べ物を作っている人はいろいろな苦労をして、作ってくれているとわかったよ。
	・前時に栄養教諭に教えていただいたことを振り返ることで、本時の授業にスムーズに入れるようにする。

・「食べ残されたえびになみだ」の全文ではなく、生産者の気持ちを考えさせる部分を取り上げて扱う。
・自分の考えがもてるよう、ワークシートに書く時間を設ける。



・Ｏさんの牛小屋で働く人の様子をビデオで撮ったものを見せながら、補足説明をしていただく。

・子どもたちが、質問したいことがあったら、答えていただく時間を設ける。






・振り返りには、これから自分ができることも書くよう、補足する。


（５）評　価
・生産者の気持ちを知り、食べ物への関心を高め、大事にいただかなければならないことに気づくことができたか（ワークシート、話し合いより）
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  第 ５ 学年    道徳 指導 案       １   題材     感謝して「いただきます」   ２   題材 の目標     ・ 毎日食べている食べ物が、大切な命をいただいていることや、多くの生産者が大切に育ててきたもの であることを知り、食べ物を大切にしていただくという気持ちを育てる。   ３   子どもと題材 をつなぐ構想   （１）   子どもの実態   本学級の子どもたちは、男子１３名、女子１２名の２５人で構成されて いる。給食の様子をみると、 食べる量が少なく、給食の始めに食事を減らしに来る児童が決まって７，８人いる。それらの児童は好 き嫌いが多く、体も小さい。牛乳が嫌いで、牛乳を残してしまう児童もいる。   事前のアンケートでは、 25 人中 11 人の児童が給食を減らすことがよくある、たまにある、と答えて いる。理由は、 「 嫌いなものがある、多くの量は食べられないから 」 という理由である。一方で、半数の 児童は 「残すことがもったいない」と、おかずやご飯を進んでおかわりをするため、クラス全体での 残 食量は少ない。   家庭科の 授業で、食べるもので体がつくられていることや、食べることが体を動かすためのエネルギ ーになることを学習した。また、五大栄養素について学び、バランスよく食事をとることの必要性も学 んできた。しかし、学んだことで、実際の食事の様子が変わっている児童は少ない のが現状である 。   （２）   題材 のよさ   本題材では、自分の給食の様子を振り返ることで、自分自身の問題として考えさせたい。 栄養教諭の Ｕ 先生に、給食がどのように作られているのか、豊川市で出る残菜が毎日どのくらいあるのかなどにつ いて教えていただき、給食について考えさせたい。   そして、 いつも何気なく食べている食事が、生産者、食事を作る人など多くの人々の苦労によって作 られていることを、読み物資料から考えさせたい。また、本学級には、牛を育て、牛乳を生産している 家庭の児童がいる。その保護者をゲストティーチャーとして招くことで生産者の苦労や気持ちを伝えた い。   また、 命ある生き物が食べ物としてスーパーに並ぶまでの様子を映像で見ることで、「命をいただくこ とのありがたさ」を感じ取らせ 、「いただきます」「ごちそうさまでした」のあいさつの意味を再確認し、 感謝してたべものをいただくことを実感させたい と考える 。   （３） 教師の思い・願い   本題材を通して食べ物を「いただくこと」に対するありがたさを感じ取らせたい。食べ物を大切にし、 食事を作る人の気持ちがわかる子どもたちを育て、給食や家での食事での行動が変化していくことを期 待したい。   ４   題材構想 （３時間完了   本時２ / ３）   ①   給食の様子をビデオに録り、今の現状について考える。 給食センターの方がどんな苦労をしているの か、 市で 1 日に出る残菜はどのくらいか、 残された給食はどうな るのか。栄養士さんに話をしていた だき、給食について考える。   ②   読み物資料、 「食べ残されたえびになみだ 」の話を通して、生産者の気持ちを考える。   Ｏ さんをゲスト ティーチャーとして招き 、 牛を育て、牛乳を生産することの苦労や、消費者への思い などを話していただく。   ③   「ぶたさんありがとう」の映像を見て、「命をいただくこと」について考える。   「いただきます」「ごちそさまでした」のあいさつの意味を再確認し、感謝していただくことを実感す る。今後、自分たちにできることを考える。      

